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本会議 報告・討論・採決

本会議・各委員会は傍聴できます。
みなさまの傍聴をお待ちしています。
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議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。
●募集作品（未発表のものに限ります）　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または直接窓口へ
　　　　　 (〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号　℡．580－1938)
●注意事項
　・未発表のものに限ります　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください　　・提出された作品は、返却しません　
　・ペンネームでも可とします　

～作品掲載希望者募集～～作品掲載希望者募集～

作　品　紹　介作　品　紹　介

※おおり保育園の園児たち
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委員会報告委員会報告
～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会

第60号議案
「大野城市会計年度任用職員の給与及び費
用弁償に関する条例の制定について」

　　現行の臨時職員や嘱託職員から会計年度任用
職員へ移行することについて
　　現行の臨時職員と嘱託職員が基本的に会計年
度任用職員に移行することになる。来年４月の任
用開始に向け、準備を進めている。
　　期末手当に対する影響は
　　これまで嘱託職員、臨時職員には支給がなか
った。今回の会計年度任用職員では、6か月以上の
任期がある等の条件はあるが、一定の要件を満た
す場合に支給対象になる。
　　移行に伴う財政的負担や財源について
　　今年度の任用職員ベースで比較すると概算で
約２億円程度の様々な人件費等の増加が見込まれ
る。財源は、多くは単費で一部地方交付税の充当
が見込まれている。

　　制度改正による任用方法の変更について
　　来年４月から任用する職員は、今年度採用試
験を実施する予定である。令和２年４月任用開始
の職員は、人数が多いため今年度中に一括して試
験の実施を考えている。一部専門的な職種は、個
別に実施をする予定である。

第62号議案
「職員の分限並びに懲戒の手続き及び効果
等に関する条例及び大野城市職員の給与に
関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて」

　　成年被後見人である職員が職務として行った
行為の取り消しの有無について
　　成年被後見人等の方が公務員として行った行
為等は、行政が行った行為が直ちに無効になると
いうことではない。

第63号議案
「大野城市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する認可基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について」

　　連携施設として「認可外保育所」も対象とな
るが、「小規模保育所」は市で認可され、設置さ
れているが、連携施設の確保のため、今後、どの
ように考えているか
　　今後は、「認可外や企業主導型保育事業所」も
対象となるため、可能な限り確保のほうに努めてい
きたいと考えている。

第64号議案
「大野城市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定につい
て」

　　本年10月からの幼児教育・保育の無償化に伴
い、施設での食費（副食費）が保護者から徴収さ
れる事になると言うが、実費徴収額はどのくらい
になり、保護者への報告はいつ行うのか
　　実費徴収額は月額5,000円程度の予定で、保護
者への説明は今後行う予定である。

第65号議案
「大野城市印鑑の登録及び証明に関する条
例の一部を改正する条例の制定について」

　　今まで印鑑登録を受けることが出来なかった
成年被後見人の方が改正後、心身の故障の状況に
よっては、印鑑の登録が受けることが出来るよう
になるのだが、心身の故障状況の判断はどうする
のか
　　現在、規則を定めているところであり、決裁が
終わっていないので、その点については、差し控え
る。

都 市 環 境 委 員 会

予 算 委 員 会 （ 補 正 予 算 ）

第66号議案
「大野城市消防団員の定数、任用、給与、
分限、懲戒及び服務等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について」

　　消防団の団員不足が大きな問題になっている
中で、欠格条項である懲戒免職等を受けているか
否かについては、どう判断するのか
　　現状は、主に各消防団に入団の勧誘等をお願
いしている。入団を希望する場合、日本国憲法や
条例・規則・命令等を遵守することを誓約する宣
誓書を提出していただき、そこで判断している。
　　第６条の規定により、懲戒免職の処分を受
け、当該処分の日から２年を経過しない者とあ
る。例えば、懲戒等の事実がわからなくて２年を
経過した者に、退職勧告等はないのか

　　実態的に今その事例がないので、その時は協
議したいと考える。

第67号議案
「令和元年度大野城市一般会計補正予算
（第４号）について」
歳入歳出予算にそれぞれ9億2,309万8,000
円を追加、補正後の歳入歳出予算総額を
371億1,908万8,000円とするもの

　　（仮称）青少年の居場所の開所予定時期及び
利用対象者はどのようになっているか
　　開所予定は令和３年２月としている。利用対象
者は中学生以上の若者で、概ね30歳未満までと考え
ているが、中高生の利用が多くなると見込んでい
る。
　　路側帯のカラー舗装について、場所は具体的
に決定しているか
　　計画していた場所に加えバリアフリー重点整備
地区である下大利、白木原地区を予定している。
　　市指定のごみ袋に関して、消費税率が変わる
10月から値上げはあるか
　　ごみ袋に関しては現状のまま、販売に関しては
値上げの予定は今のところない。

　　小学校の給食費専門委員会で10月以降は月額
250円程度の給食費の値上げが必要とあるが、値
上げはあるか
　　令和元年10月より消費税率が引き上げられ給食
費の値上げを実施すると保護者家計の負担が重複さ
れることから負担軽減のため令和２年３月までの６
ケ月間値上げ相当額を補助する。また、令和２年４
月以降の児童の給食費は月額4,600円に値上げを予
定している。
　　留守家庭児童保育所（学童）とランドセルク
ラブの全校一体化について、10校全部一体化する
予定はあるか、またランドセルクラブの利用料金
について
　　令和２年度に大野北小と大野東小を実施、翌年
令和３年に月の浦小を実施して３校の試行を踏まえ
て令和４年度に全校一体運営を予定している。料金
は将来的に全校一体化の時点で見直しを考えてい
る。
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決 算 特 別 委 員 会

～模擬議会の目的～

中学生議員たち

議員が執行部役

平野中学校
氏　名

20.島川　大輝

21.石川　喜一

22.原口　陽太

23.小倉　大和

件　名
災害発生時の高齢者の避難に
ついて

市民公益活動について

高齢者ドライバーについて

大野城市環境基本計画につい
て

第１号議案

　　ふるさと納税推進事業費の納税推進業務委託
料が増加している要因は
　　当初の見込より多くのふるさと納税の寄附を
いただいたことから、返礼品発送などに係る委託
料が増加している。
　　認定こども園の今後の市の方針は
　　現在、認定こども園への移行を希望している
幼稚園がないため、今後は認可保育所等の施設を
整備していく。計画として、大野北保育所の建て
かえなどのほか、分園等の整備を進めるようにし
ている。その結果、来年度の待機児童数は100人を
切るという目標を達成したい。
　　生活保護扶助費の医療扶助で後発医薬品使用
による医療費削減の効果は
　　平成28年度の平均使用率が70.5％、平成29年度
の平均使用率が75.4％、平成30年度の平均使用率が
83.7％となっている。今年度の６月の診療分では
89.5％になっている。仮に、全て後発医薬品を利用
すると約60万円程度の削減になると推定される。

　　防災人材育成事業で防災士養成の人数と今後
の予定は
　　昨年度は２日間の防災士養成講座を実施し、
自主防災組織の役員、消防団員、それから市職員
を合わせ78人が防災士の資格を取得している。本
年度も講座を実施し、多くの防災士の養成を目指
している。
　　学校プール施設改修事業の内容と今後の計画
は
　　公共施設等マネジメント計画、事業推進計画
に基づいて優先順位を決めて実施している。ただ
し、プールの損耗状況などにより、毎年チェック
をし、前倒しで早急に事業が必要な部分は改修を
行っている。例えば、今年度はチェックにより大
利中のプールに早急な改修が必要と考え前倒しで
実施している。

・中学生が議会制民主主義を体験する
貴重な機会であるとともに、模擬議
会のＤＶＤを社会科公民の授業の学
習教材に活用する。
・中学生が市行政のことや、市議会の
仕事や役割を学ぶこと。
・中学生が市や地域のことに関心を持
ち、人とのつながりを大事にする心
を育てる機会となる。
・市、市議会は、中学生の目線で問題
点や意見、提案を聞き、今後のまち
づくりの参考にする。

　市議会は、今後もさらに市民に開かれた議会を目指し、市民にとって住みやす
いまちづくりに全員で取り組んでいきます。

８月21日、市役所４階の議場にて、本市
５中学校の代表24人が、一日議長・議員
となり、議員が行政職員の立場で回答し、
市長も見解を求められ答弁しました。

中学生模擬議会を開催しました！中学生模擬議会を開催しました！

御陵中学校
氏　名

14.荒木　　隼

15.池下　凜音

16.山口 さくら

件　名
公園での球技練習制限につい
て

地域とのかかわりについて

中学校のランチ給食の食券に
ついて

大野東中学校
氏　名

6.末吉　　温

7.永田　真心

8.松尾　優斗

9.古賀　悠花

件　名

まどかパークの利用について

なかよし号について

いじめ問題について

小中学生の文化とのふれ合い
について

大野中学校
氏　名

岡田　涼花

17.安達　瑠琉

18.酒見　遥斗

19.藤　　航一

件　名

学校の面積と生徒の人数につ
いて

（選挙により議長就任）

入院等長期欠席中の学習支援
について
西鉄天神大牟田線連続立体交差
事業に伴う高架下活用について

大利中学校
氏　名

10.古賀　太一

11.髙島　優気

12.前田　顕明

13.伊藤　恵来

件　名
JR大野城駅前の駐輪場につ
いて

JRの高架化について

交通の利便性について

通学路の安全確保について

●学校代表質問
氏 名

【学校名】

1.目黒 このは
【大野東中】

2.金光　柊介
【大利中】

3.浜辺　祥希
【御陵中】

4.筬島　直輝
【大野中】

5.安倍　静香
【平野中】

件　名

大野城跡について

福祉サービスの増加と生活支
援事業について

平成30年度議会報告会で市民から
出された意見への対応について

水不足について

市議会議員の職務と活動につ
いて
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問
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問
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答
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料が増加している。
　　認定こども園の今後の市の方針は
　　現在、認定こども園への移行を希望している
幼稚園がないため、今後は認可保育所等の施設を
整備していく。計画として、大野北保育所の建て
かえなどのほか、分園等の整備を進めるようにし
ている。その結果、来年度の待機児童数は100人を
切るという目標を達成したい。
　　生活保護扶助費の医療扶助で後発医薬品使用
による医療費削減の効果は
　　平成28年度の平均使用率が70.5％、平成29年度
の平均使用率が75.4％、平成30年度の平均使用率が
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を合わせ78人が防災士の資格を取得している。本
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実施している。
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　市議会は、今後もさらに市民に開かれた議会を目指し、市民にとって住みやす
いまちづくりに全員で取り組んでいきます。

８月21日、市役所４階の議場にて、本市
５中学校の代表24人が、一日議長・議員
となり、議員が行政職員の立場で回答し、
市長も見解を求められ答弁しました。

中学生模擬議会を開催しました！中学生模擬議会を開催しました！
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

▲映像はこちら

大
野
城
市
内
の
不
安
全
箇
所
は
？

大
野
城
市
内
の
不
安
全
箇
所
は
？

車
イ
ス
の
通
行
を
妨
げ
る
街
路
樹
に

つ
い
て
は
伐
採
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、い
か
が
か

街
路
樹
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
、車
椅

子
な
ど
が
通
り
に
く
い
場
合
に
つ
い

て
は
、根
上
が
り
部
分
や
植
栽
ま
す

な
ど
の
補
修
や
改
良
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
。補
修
で
対
応
で
き
な
い
場

合
は
伐
採
や
移
植
な
ど
が
必
要
と
な

る
の
で
、地
元
住
民
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、円
滑
で
安
全
な
歩
行
空

間
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

下
大
利
１
丁
目
の
水
路
に
関
し
て
、注

意
看
板
を
掲
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、い
か
が
か

注
意
看
板
を
提
示
す
る
こ
と
は
、注

意
喚
起
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、現
地
を
確
認
し
て
、そ
の

場
所
に
適
し
た
注
意
看
板
の
設
置
を

検
討
し
た
い
。

内
河
石
坂
林
道
に
関
し
て
、草
が
伸

び
た
と
こ
ろ
が
諸
所
に
あ
っ
た
が
、草

の
管
理
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。ま
た
、
一
部
道
路
幅
が
狭
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、整
備
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、い
か
が
か

現
地
の
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
の

り
面
の
草
の
生
育
状
況
を
監
視
し
、

年
に
２
回
程
度
道
路
両
側
約
１
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
の
確

保
、５
０
０
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
待
避
所

の
設
置
な
ど
、林
道
の
整
備
に
お
い

て
満
た
す
べ
き
基
準
を
満
足
し
て
い

る
の
で
、今
の
と
こ
ろ
拡
幅
整
備
を

行
う
予
定
は
な
い
が
、林
道
を
利
用

さ
れ
る
方
々
が
安
全
に
通
行
で
き
る

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、有
効
幅
員

の
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

森
　
　
　
和
　
也

◆ 

視
察
来
庁 

◆

★
こ
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
９
月
25
日
　
茨
城
県
守
谷
市

★
議
会
運
営
に
つ
い
て

　
10
月
２
日
　
神
奈
川
県
大
和
市

★
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口
に
つ
い
て

　
10
月
３
日
　
東
京
都
稲
城
市

　
　
　
15
日
　
大
阪
府
堺
市

★
ま
ち
な
か
わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン
に
つ
い
て

　
10
月
９
日
　
千
葉
県
浦
安
市

　
　
　
　

★
大
野
城
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て

　
10
月
17
日
　
愛
知
県
安
城
市

★
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
10
月
18
日
　
三
重
県
津
市

★
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

　
10
月
25
日
　
福
井
県
敦
賀
市

★
公
共
サ
ー
ビ
ス
「
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
事
業
」
に
つ
い
て
　
　

　
10
月
29
日
　
広
島
県
三
次
市

　
11
月
７
日
　
静
岡
県
富
士
市
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
11
月
６
日
　
北
海
道
北
広
島
市

★
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
に
つ
い
て

　
11
月
８
日
　
東
京
都
荒
川
区
　
　

　
　
　
　
　

★不安全箇所について

★小中学校教育に関すること

★豪雨災害や地震に強いまちづくりについて

•国の幼児教育・保育の無償化について

•市有施設の施設整備事業へのPPP／PFIの導入について

★日本語での意思疎通が難しい児童・生徒への支援の取り組みについて

•すこやか交流プラザの施設利用について

•まどかパークについて

★障がい者サービスについて

•住宅街における自動車の駐車スペースの不足について

★運転免許証の自主返納支援ならびに自動車の後付け安全装置設置支援について

•高齢者運転免許証自主返納への環境整備について

★高齢者の自動車運転による交通事故発生抑止への取組みについて

★災害発生時における備えについて

•病児デイケアルーム大野城について

★ごみ出しに関わる事故について

•節水および災害対策と、雨水タンク、中水道水および井戸の活用について

★戦後75年、「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないように」

　平和への取り組みについて

•生活困窮者自立支援事業および生活保護事業の充実と、福祉専門職の配置について

★働き方改革について

★働く人の視点に立った働き方の実現について

•職場のパワーハラスメント防止対策について

•コミュニティバスと高齢者移動支援事業等の充実並びに総合的な交通体系の

　確立について

★西鉄下大利駅の周辺整備とJR水城駅構内のバリアフリー化について

★市民が心待ちにしている高架下活用
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神田　徳良

田中　健一

平田　不二香

渡邉　知之

原田　真光

中村　真一

河村　康之

平井　信太郎

松﨑　百合子

大塚　みどり

松田　美由紀

関岡　俊実

井福　大昌

件　　名氏　　名

本
市
に
お
い
て
適
応
指
導
教
室
は
ど

こ
に
何
か
所
あ
る
の
か
、ま
た
何
人
の

子
ど
も
が
通
い
指
導
員
は
何
人
か

本
市
で
は
一
か
所
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
適
応
指
導
教
室
を
設
置

し
、11
人
の
児
童
生
徒
が
通
い
、３
人

の
指
導
員
が
担
当
し
て
い
る
。

適
応
指
導
教
室
の
目
的
と
指
導
内
容

は心
理
的
ま
た
は
情
緒
的
な
理
由
に
よ

り
学
校
に
登
校
出
来
な
い
状
態
に
あ

る
児
童
生
徒
に
、集
団
生
活
に
適
応

す
る
力
を
育
み
な
が
ら
、社
会
的
自

立
を
促
し
た
り
、学
習
の
定
着
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

進
路
指
導
や
学
力
保
障
は

学
校
や
適
応
指
導
教
室
の
中
で
、中

学
校
の
教
員
が
生
徒
と
保
護
者
に
面

談
を
行
い
進
路
指
導
し
て
い
る
。学

力
保
障
は
、指
導
員
の
指
導
と
中
学

校
の
教
員
が
定
期
的
に
出
向
い
て
授

業
を
行
っ
て
い
る
。

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
通
所
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
対
処
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

学
校
へ
登
校
で
き
ず
、適
応
指
導
教
室

へ
の
通
級
も
で
き
な
い
児
童
生
徒
へ

の
対
応
は
、学
級
担
任
を
中
心
と
し

た
学
校
職
員
の
家
庭
訪
問
が
基
本
と

な
る
。ま
た
、教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
か
ら
派
遣
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
学
校
と
連
携

し
て
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。保

護
者
か
ら
の
相
談
に
も
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
中
心
に
体
制
を
整
え

て
い
る
。

適
応
指
導
教
室
の
充
実
を
目
指
し
て

適
応
指
導
教
室
の
充
実
を
目
指
し
て

神
　
田
　
徳
　
良

▲映像はこちら

答 問答

答

問問

答答 問答 問問

問答
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

▲映像はこちら

大
野
城
市
内
の
不
安
全
箇
所
は
？

大
野
城
市
内
の
不
安
全
箇
所
は
？

車
イ
ス
の
通
行
を
妨
げ
る
街
路
樹
に

つ
い
て
は
伐
採
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、い
か
が
か

街
路
樹
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
、車
椅

子
な
ど
が
通
り
に
く
い
場
合
に
つ
い

て
は
、根
上
が
り
部
分
や
植
栽
ま
す

な
ど
の
補
修
や
改
良
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
。補
修
で
対
応
で
き
な
い
場

合
は
伐
採
や
移
植
な
ど
が
必
要
と
な

る
の
で
、地
元
住
民
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、円
滑
で
安
全
な
歩
行
空

間
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

下
大
利
１
丁
目
の
水
路
に
関
し
て
、注

意
看
板
を
掲
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、い
か
が
か

注
意
看
板
を
提
示
す
る
こ
と
は
、注

意
喚
起
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、現
地
を
確
認
し
て
、そ
の

場
所
に
適
し
た
注
意
看
板
の
設
置
を

検
討
し
た
い
。

内
河
石
坂
林
道
に
関
し
て
、草
が
伸

び
た
と
こ
ろ
が
諸
所
に
あ
っ
た
が
、草

の
管
理
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。ま
た
、
一
部
道
路
幅
が
狭
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、整
備
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、い
か
が
か

現
地
の
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
の

り
面
の
草
の
生
育
状
況
を
監
視
し
、

年
に
２
回
程
度
道
路
両
側
約
１
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
の
確

保
、５
０
０
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
待
避
所

の
設
置
な
ど
、林
道
の
整
備
に
お
い

て
満
た
す
べ
き
基
準
を
満
足
し
て
い

る
の
で
、今
の
と
こ
ろ
拡
幅
整
備
を

行
う
予
定
は
な
い
が
、林
道
を
利
用

さ
れ
る
方
々
が
安
全
に
通
行
で
き
る

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、有
効
幅
員

の
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

森
　
　
　
和
　
也

◆ 

視
察
来
庁 

◆

★
こ
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
９
月
25
日
　
茨
城
県
守
谷
市

★
議
会
運
営
に
つ
い
て

　
10
月
２
日
　
神
奈
川
県
大
和
市

★
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口
に
つ
い
て

　
10
月
３
日
　
東
京
都
稲
城
市

　
　
　
15
日
　
大
阪
府
堺
市

★
ま
ち
な
か
わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン
に
つ
い
て

　
10
月
９
日
　
千
葉
県
浦
安
市

　
　
　
　

★
大
野
城
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て

　
10
月
17
日
　
愛
知
県
安
城
市

★
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
10
月
18
日
　
三
重
県
津
市

★
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

　
10
月
25
日
　
福
井
県
敦
賀
市

★
公
共
サ
ー
ビ
ス
「
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
事
業
」
に
つ
い
て
　
　

　
10
月
29
日
　
広
島
県
三
次
市

　
11
月
７
日
　
静
岡
県
富
士
市
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
11
月
６
日
　
北
海
道
北
広
島
市

★
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
に
つ
い
て

　
11
月
８
日
　
東
京
都
荒
川
区
　
　

　
　
　
　
　

★不安全箇所について

★小中学校教育に関すること

★豪雨災害や地震に強いまちづくりについて

•国の幼児教育・保育の無償化について

•市有施設の施設整備事業へのPPP／PFIの導入について

★日本語での意思疎通が難しい児童・生徒への支援の取り組みについて

•すこやか交流プラザの施設利用について

•まどかパークについて

★障がい者サービスについて

•住宅街における自動車の駐車スペースの不足について

★運転免許証の自主返納支援ならびに自動車の後付け安全装置設置支援について

•高齢者運転免許証自主返納への環境整備について

★高齢者の自動車運転による交通事故発生抑止への取組みについて

★災害発生時における備えについて

•病児デイケアルーム大野城について

★ごみ出しに関わる事故について

•節水および災害対策と、雨水タンク、中水道水および井戸の活用について

★戦後75年、「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないように」

　平和への取り組みについて

•生活困窮者自立支援事業および生活保護事業の充実と、福祉専門職の配置について

★働き方改革について

★働く人の視点に立った働き方の実現について

•職場のパワーハラスメント防止対策について

•コミュニティバスと高齢者移動支援事業等の充実並びに総合的な交通体系の

　確立について

★西鉄下大利駅の周辺整備とJR水城駅構内のバリアフリー化について

★市民が心待ちにしている高架下活用

森　和也

神田　徳良

田中　健一

平田　不二香

渡邉　知之

原田　真光

中村　真一

河村　康之

平井　信太郎

松﨑　百合子

大塚　みどり

松田　美由紀

関岡　俊実

井福　大昌

件　　名氏　　名

本
市
に
お
い
て
適
応
指
導
教
室
は
ど

こ
に
何
か
所
あ
る
の
か
、ま
た
何
人
の

子
ど
も
が
通
い
指
導
員
は
何
人
か

本
市
で
は
一
か
所
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
適
応
指
導
教
室
を
設
置

し
、11
人
の
児
童
生
徒
が
通
い
、３
人

の
指
導
員
が
担
当
し
て
い
る
。

適
応
指
導
教
室
の
目
的
と
指
導
内
容

は心
理
的
ま
た
は
情
緒
的
な
理
由
に
よ

り
学
校
に
登
校
出
来
な
い
状
態
に
あ

る
児
童
生
徒
に
、集
団
生
活
に
適
応

す
る
力
を
育
み
な
が
ら
、社
会
的
自

立
を
促
し
た
り
、学
習
の
定
着
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

進
路
指
導
や
学
力
保
障
は

学
校
や
適
応
指
導
教
室
の
中
で
、中

学
校
の
教
員
が
生
徒
と
保
護
者
に
面

談
を
行
い
進
路
指
導
し
て
い
る
。学

力
保
障
は
、指
導
員
の
指
導
と
中
学

校
の
教
員
が
定
期
的
に
出
向
い
て
授

業
を
行
っ
て
い
る
。

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
通
所
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
対
処
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

学
校
へ
登
校
で
き
ず
、適
応
指
導
教
室

へ
の
通
級
も
で
き
な
い
児
童
生
徒
へ

の
対
応
は
、学
級
担
任
を
中
心
と
し

た
学
校
職
員
の
家
庭
訪
問
が
基
本
と

な
る
。ま
た
、教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
か
ら
派
遣
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
学
校
と
連
携

し
て
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。保

護
者
か
ら
の
相
談
に
も
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
中
心
に
体
制
を
整
え

て
い
る
。

適
応
指
導
教
室
の
充
実
を
目
指
し
て

適
応
指
導
教
室
の
充
実
を
目
指
し
て

神
　
田
　
徳
　
良

▲映像はこちら

答 問答

答

問問

答答 問答 問問

問答
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本
市
の
現
状
は
ど
う
か

９
月
現
在
の
人
数
は
、小
学
校
で
９

人
、中
学
校
で
３
人
。小
中
学
校
か
ら

の
報
告
に
基
づ
き
、県
に
対
し
日
本

語
指
導
担
当
教
員
の
配
置
要
望
を
行

い
、今
年
度
は
大
利
小
学
校
に
日
本

語
指
導
担
当
教
員
１
人
が
配
置
さ
れ

て
い
る

小
中
学
校
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
事
業
に
つ
い
て

現
在
、10
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登

録
。言
語
は
、英
語
、中
国
語
、韓
国

語
、ヒ
ン
ズ
ー
語
、フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、ベ

ト
ナ
ム
語
の
６
カ
国
語
で
支
援
が
可

能
で
あ
る
。派
遣
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、通
常
授
業
や
個
別
の
学
習

指
導
、生
活
指
導
の
場
に
入
っ
て
、児

童
生
徒
同
士
や
教
員
と
の
間
で
、お

互
い
の
考
え
て
い
る
こ
と
や
伝
え
た

い
こ
と
が
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
る
。ま
た
、保
護
者
も
面
談
で

の
会
話
の
補
助
や
連
絡
文
書
の
翻
訳

な
ど
、支
援
を
行
っ
て
い
る
。昨
年
度

か
ら
開
始
し
、現
在
小
学
校
３
人
、中

学
２
人
の
児
童
・
生
徒
に
支
援
を
行

い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
回
数
は
延

べ
84
回
で
あ
る
。

ま
だ
支
援
の
手
が
届
い
て
い
な
い
児

童
生
徒
は
い
な
い
か

対
象
と
な
る
言
語
を
話
せ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

支
援
の
手
が
届
い
て
い
な
い
場
合
が

あ
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
つ
け
る

努
力
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

日
本
語
支
援
が
必
要
な

　
　
　
児
童
生
徒
へ
の
取
り
組
み
は

日
本
語
支
援
が
必
要
な

　
　
　
児
童
生
徒
へ
の
取
り
組
み
は

昨
年
７
月
西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
る

被
災
箇
所
の
復
旧
状
況
及
び
今
後
の

計
画
に
つ
い
て

主
な
被
災
箇
所
の
う
ち
、平
野
台
の

法
面
、牛
頸
と
つ
つ
じ
ヶ
丘
の
間
の
法

面
、善
一
田
古
墳
公
園
付
近
の
法
面
、

中
配
水
池
進
入
路
下
の
法
面
は
、市

で
復
旧
工
事
が
完
了
し
て
い
る
。

　
平
野
台
Ｃ
渓
流
の
法
面
と
大
野
城

い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
上
の
渓
流

は
、県
の
治
山
事
業
と
し
て
、今
年
の

秋
頃
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　
平
野
台
Ｃ
渓
流
の
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
は
、治
山
ダ
ム
の
完
成
で

年
内
に
解
除
の
見
通
し
で
あ
る
。急

傾
斜
地
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

は
、指
定
さ
れ
た
区
域
ご
と
に
対
策

工
事
を
行
い
、解
除
手
続
き
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

県
管
理
河
川
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の
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で
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で
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野
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が
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本
市
の
現
状
は
ど
う
か

９
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現
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で
９

人
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学
校
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３
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。小
中
学
校
か
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の
報
告
に
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し
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本

語
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導
担
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員
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置
要
望
を
行

い
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年
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大
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学
校
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本

語
指
導
担
当
教
員
１
人
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配
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さ
れ

て
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る

小
中
学
校
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語
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援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
事
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い
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現
在
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登

録
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語
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語
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国
語
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国

語
、ヒ
ン
ズ
ー
語
、フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、ベ

ト
ナ
ム
語
の
６
カ
国
語
で
支
援
が
可

能
で
あ
る
。派
遣
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、通
常
授
業
や
個
別
の
学
習

指
導
、生
活
指
導
の
場
に
入
っ
て
、児

童
生
徒
同
士
や
教
員
と
の
間
で
、お

互
い
の
考
え
て
い
る
こ
と
や
伝
え
た

い
こ
と
が
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
る
。ま
た
、保
護
者
も
面
談
で

の
会
話
の
補
助
や
連
絡
文
書
の
翻
訳

な
ど
、支
援
を
行
っ
て
い
る
。昨
年
度

か
ら
開
始
し
、現
在
小
学
校
３
人
、中

学
２
人
の
児
童
・
生
徒
に
支
援
を
行

い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
回
数
は
延

べ
84
回
で
あ
る
。

ま
だ
支
援
の
手
が
届
い
て
い
な
い
児

童
生
徒
は
い
な
い
か

対
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な
る
言
語
を
話
せ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
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支
援
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手
が
届
い
て
い
な
い
場
合
が

あ
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
つ
け
る

努
力
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
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た
い
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援
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取
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取
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西
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台
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。
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井
橋
付
近
の
立

木
を
伐
採
す
る
。ま
た
、河
川
整
備
に

つ
い
て
は
、現
在
、筑
紫
野
市
で
河
川

整
備
が
実
施
中
で
、目
途
が
つ
き
次

第
、大
野
城
市
及
び
太
宰
府
市
域
の

御
笠
川
本
川
の
改
修
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
る
。

東
地
区
の「
地
区
防
災
計
画
づ
く
り
」

等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、市
は
ど
う

支
援
し
て
い
く
の
か

市
で
は
、初
期
の
段
階
か
ら
、策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
作
業
内
容
の
検
討
、

ま
た
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
へ
の
助
言
や

支
援
を
行
い
、今
後
も
継
続
し
て
支

援
し
て
い
く
。

豪
雨
災
害
や
地
震
に
強
い

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

豪
雨
災
害
や
地
震
に
強
い

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

平
　
田
　
不
二
香

田
　
中
　 

健
　
一

▲映像はこちら

▲映像はこちら

他
の
自
治
体
は
、「
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
を
対
象

と
し
た
支
援
事
業
」を
行
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か

現
時
点
で
は
、安
全
装
置
に
対
す
る

設
置
補
助
を
行
う
計
画
は
な
い
。し

か
し
、踏
み
間
違
え
防
止
装
置
の
設

置
補
助
や
自
動
ブ
レ
ー
キ
装
置
や
車

線
逸
脱
防
止
装
置
つ
き
の
車
両（
セ

ー
フ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
）に
対
す
る

購
入
補
助
な
ど
、東
京
都
を
含
む
先

進
地
の
取
り
組
み
を
調
査
・
研
究
し
、

本
市
の
効
果
的
な
施
策
を
検
討
す

る
。

高
齢
者
の
た
め
の
自
動
車
の
後
づ
け

安
全
装
置
以
外
の
自
動
車
運
転
事
故

を
減
ら
す
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

る
の
か

国
で
は
、運
転
免
許
更
新
時
に
認
知

機
能
検
査
の
強
化
や
高
齢
者
の
運
転

を
地
域
や
時
間
帯
、自
動
ブ
レ
ー
キ

つ
き
車
両
な
ど
に
運
転
を
限
定
す
る

限
定
免
許
制
度
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。そ
の
よ
う
な
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、高
齢
運
転
者
の
事

故
が
減
少
す
る
よ
う
総
合
的
に
市
の

施
策
を
検
討
す
る
。

自
動
車
の
安
心
・
安
全
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
動
車
の
安
心
・
安
全
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
身
体
障
が
い
者
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
支
援
が

あ
る
か

大
き
く
三
つ
あ
り
、
一
つ
は
全
国
一

律
の
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
、補
装
具

支
給
事
業
、二
つ
目
は
、市
町
村
が
実

施
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
、三
つ

目
は
、そ
れ
ら
を
補
完
す
る
市
の
独

自
事
業
で
、軽
度
・
中
度
難
聴
児
補
聴

器
購
入
費
助
成
事
業
な
ど
が
あ
る
。

補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
の
違
い
は

何
か

補
装
具
は
、身
体
障
が
い
の
部
位
に

身
体
の
機
能
を
補
完
し
、容
易
に
日

常
生
活
を
送
る
た
め
の
道
具
で
あ

る
。日
常
生
活
用
具
は
、障
が
い
者
の

方
が
日
常
生
活
を
送
る
に
当
た
っ
て

生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
使
用
す

る
道
具
で
あ
る
。

補
装
具
、日
常
生
活
用
具
で
福
岡
県

内
の
他
の
自
治
体
で
認
め
ら
れ
、本
市

で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は

補
装
具
は
全
国
一
律
の
制
度
の
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高
齢
者
の
方
へ
安
全
に
長
く
車
に
乗
っ

て
も
ら
う
た
め
、踏
み
間
違
い
防
止
装

置
や
安
全
運
転
支
援
機
能
を
有
す
る

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
装
置
の
設
置

に
対
し
て
の
補
助
金
を
支
給
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か

踏
み
間
違
い
防
止
装
置
に
対
す
る
設

置
補
助
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。本
市

で
も
先
進
市
の
施
策
を
調
査
・
研
究

し
、効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

自
動
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
付
き
の
新

車
を
購
入
す
る
際
、補
助
金
を
支
給

す
る
制
度
の
検
討
は
し
て
い
る
か

現
在
、香
川
県
な
ど
自
動
ブ
レ
ー
キ

シ
ス
テ
ム
付
き
自
動
車
購
入
補
助
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。こ

ち
ら
も
、国
、県
の
動
向
を
見
つ
つ
先

程
の
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
な
ど
と

あ
わ
せ
て
、先
進
地
の
施
策
を
調
査
・

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
講
習
を
実

施
し
て
い
る
か

交
通
安
全
指
導
員
と
連
携
し
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
な
ど
で
交
通
安
全
出
前
講
座

の
中
で
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、筑
紫

地
区
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
や
交
通
安
全
協
議
会
な
ど
が
自

動
車
学
校
の
協
力
を
得
て
、高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
実
技
講
習
を
実

施
し
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
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避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
制
度
の

対
象
者
と
そ
の
目
的
は

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、ま
た
は

高
齢
者
の
み
で
住
ん
で
い
る
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、身
体
障
害
者

手
帳
１
級
・
２
級
、療
育
手
帳
Ａ
を
持

っ
て
い
る
方
、難
病
患
者
、妊
産
婦
、乳

幼
児
、外
国
人
な
ど
の
災
害
時
に
配
慮

が
必
要
な
方
で
支
援
を
希
望
さ
れ
る

方
、そ
の
他
、支
援
等
関
係
者
が
必
要

と
認
め
た
方
で
あ
る
。こ
の
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
円
滑
な

支
援
を
通
し
て
災
害
時
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

障
が
い
の
内
容
に
よ
り
、介
助
や
必
要

な
支
援
が
異
な
る
た
め
、障
が
い
者
の

特
性
に
応
じ
た
災
害
時
の
障
が
い
児

（
者
）用
の
防
災
の
手
引
き
の
作
成
が

本
市
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
思
う
が

市
の
考
え
は

災
害
時
に
配
慮
が
必
要
な
方
に
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
災
害
へ
の

対
応
や
備
え
が
必
要
で
あ
る
。今
後
、

ニ
ー
ズ
と
活
用
方
法
な
ど
も
含
め
、先

進
事
例
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

災
害
発
生
時
の「
自
助
」を
推
進
す
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、在
宅
医
療

機
器
等
の
予
備
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
自
家

発
電
機
の
購
入
費
の
助
成
等
の
支
援

を
ど
う
考
え
る
か
？

在
宅
医
療
機
器
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、外
出
時
や
落
雷
に
よ
る
停
電
時

も
電
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。予
備

の
バ
ッ
テ
リ
ー
、自
家
発
電
機
の
購
入

の
助
成
は
、行
っ
て
い
る
大
野
城
市
障

が
い
者
等
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

の
内
容
の
見
直
し
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。

「
災
害
時
に
必
要
な
方
へ
の
、

　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
支
援
を
！
」

「
災
害
時
に
必
要
な
方
へ
の
、

　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
支
援
を
！
」

河
　
村
　
康
　
之

ご
み
収
集
車(

パ
ッ
カ
ー
車)

の
火
災

事
故
で
本
市
及
び
近
隣
市
で
事
例
は

あ
る
か

平
成
28
年
６
月
に
１
件
の
火
災
事
故

が
あ
り
、発
火
原
因
は
中
身
の
入
っ
た

ガ
ス
缶
が
混
入
し
て
お
り
、機
械
に

よ
る
ご
み
の
圧
縮
過
程
で
発
火
し
た

と
思
わ
れ
る
。

パ
ッ
カ
ー
車
が
１
台
焼
損
し
た
場
合
、

ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
か

小
規
模
な
発
火
事
故
の
場
合
は
約
10

万
円
以
内
、全
損
し
た
場
合
は
１
０

０
０
万
円
ほ
ど
の
費
用
が
か
か
る
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
パ
ー
ク
南
部
の
小
規

模
火
災
事
故
に
つ
い
て

小
規
模
火
災
事
故
は
平
成
29
年
１

件
、30
年
に
２
件
、合
計
３
件
確
認
し

て
い
る
。

平
成
29
年
６
月
の
設
備
火
災
事
故
に

つ
い
て

焼
損
し
た
破
砕
設
備
の
修
理
や
自
動

消
火
設
備
の
改
善
費
用
な
ど
で
、約

４
億
８
４
０
０
万
円
必
要
で
あ
っ
た
。

ま
た
復
旧
に
要
し
た
期
間
は
約
11
ヶ

月
で
し
た
。

火
災
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、市
民
へ
の
事
故
状
況
の
周
知
が
必

要
で
は
な
い
か

ご
み
の
分
別
や
正
し
い
出
し
方
は
、

定
期
的
に
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、市
民
の
方
々
に
対

し
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
、事

故
に
つ
な
が
る
危
険
な
搬
入
禁
止
物

な
ど
の
具
体
的
な
事
例
を
掲
載
し
、

さ
ら
な
る
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い

く
。
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エ
ネ
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も
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が
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後
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一
般
見
学
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の
来
場
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し
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学
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の
場
と
し
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小
学
校
単
位
で
の

見
学
も
推
進
し
て
い
く
。

正
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い
ご
み
の
分
別
は
、無
駄
な

　
　
　
　
　
　
税
金
を
削
減
し
ま
す

正
し
い
ご
み
の
分
別
は
、無
駄
な

　
　
　
　
　
　
税
金
を
削
減
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ま
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平
　
井
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本
市
の
平
和
に
対
す
る
見
解
は

平
和
の
実
現
に
対
す
る
決
意
を
常
に

新
た
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。戦

後
74
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、当
時
の
体

験
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。戦
時
の
記
憶
を
こ
れ
か
ら
大

野
城
市
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
、

平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。市
議
会
で
決

議
さ
れ
た「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」

に
う
た
わ
れ
て
い
る「
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
世
界
の
実
現
」に
向
け
て

着
実
に
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
。

本
市
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集
の「
終
戦
50
周
年
祈
念
戦

争
体
験
記
」を
生
か
し
た
啓
発
は

原
爆
資
料
展
を
毎
年
実
施
し
て
い

る
。

日
記
や
手
紙
な
ど
戦
中
戦
後
の
体
験

や
暮
ら
し
を
語
る
記
録
や
遺
品
等
を

借
受
け
、保
管
や
リ
ス
ト
化
は

ふ
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さ
と
文
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財
課
で
は
、市
民
か

ら
民
俗
資
料
の
寄
贈
を
受
け
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管
、

リ
ス
ト
化
を
行
っ
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い
る
。戦
争
に
関

す
る
も
の
は
、手
紙
、は
が
き
な
ど
約

50
点
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登
録
。今
後
も
、同
資
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含
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資
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収
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管
を
進
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録
は

現
時
点
で
本
市
が
有
す
る
貴
重
な
資

料
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

収
集
し
た
戦
争
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記
録
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、戦
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企

画
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催
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庁
内
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協
議
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上
、

戦
争
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生
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声
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記
録
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体
験

記
な
ど
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資
料
を
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用
し
、戦
争
の

記
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を
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市
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伝
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事
業
の
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今
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検
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。
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クリーンエネパーク南部施設工場
平成29年に火災事故が発生し４億
8400万円の損害が出ました
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高
齢
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故
状
況
の
周
知
が
必

要
で
は
な
い
か

ご
み
の
分
別
や
正
し
い
出
し
方
は
、

定
期
的
に
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、市
民
の
方
々
に
対

し
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
、事

故
に
つ
な
が
る
危
険
な
搬
入
禁
止
物

な
ど
の
具
体
的
な
事
例
を
掲
載
し
、

さ
ら
な
る
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い

く
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
パ
ー
ク
南
部
施
設
の

見
学
を
推
進
し
て
は
ど
う
か

見
学
者
を
増
や
す
こ
と
は
、ご
み
分

別
の
啓
発
に
も
つ
な
が
る
。今
後
も

一
般
見
学
者
の
来
場
を
促
し
、環
境

学
習
の
場
と
し
て
小
学
校
単
位
で
の

見
学
も
推
進
し
て
い
く
。

正
し
い
ご
み
の
分
別
は
、無
駄
な

　
　
　
　
　
　
税
金
を
削
減
し
ま
す

正
し
い
ご
み
の
分
別
は
、無
駄
な

　
　
　
　
　
　
税
金
を
削
減
し
ま
す

平
　
井
　
信
太
郎

▲映像はこちら

本
市
の
平
和
に
対
す
る
見
解
は

平
和
の
実
現
に
対
す
る
決
意
を
常
に

新
た
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。戦

後
74
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、当
時
の
体

験
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。戦
時
の
記
憶
を
こ
れ
か
ら
大

野
城
市
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
、

平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。市
議
会
で
決

議
さ
れ
た「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」

に
う
た
わ
れ
て
い
る「
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
世
界
の
実
現
」に
向
け
て

着
実
に
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
。

本
市
編
集
の「
終
戦
50
周
年
祈
念
戦

争
体
験
記
」を
生
か
し
た
啓
発
は

原
爆
資
料
展
を
毎
年
実
施
し
て
い

る
。

日
記
や
手
紙
な
ど
戦
中
戦
後
の
体
験

や
暮
ら
し
を
語
る
記
録
や
遺
品
等
を

借
受
け
、保
管
や
リ
ス
ト
化
は

ふ
る
さ
と
文
化
財
課
で
は
、市
民
か

ら
民
俗
資
料
の
寄
贈
を
受
け
、保
管
、

リ
ス
ト
化
を
行
っ
て
い
る
。戦
争
に
関

す
る
も
の
は
、手
紙
、は
が
き
な
ど
約

50
点
を
登
録
。今
後
も
、同
資
料
を
含

め
た
民
族
資
料
の
収
集
、保
管
を
進

め
て
い
き
た
い
。

戦
中
戦
後
を
生
き
抜
い
た
市
民
の
体

験
を
映
像
や
音
声
で
記
録
は

現
時
点
で
本
市
が
有
す
る
貴
重
な
資

料
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

収
集
し
た
戦
争
の
遺
品
や
記
録
を
中

心
に
、戦
後
75
年
夏
、ふ
る
さ
と
館
企

画
展
を
開
催
す
る
こ
と
は

庁
内
関
係
各
部
署
と
も
協
議
の
上
、

戦
争
の
生
の
声
が
記
録
さ
れ
た
体
験

記
な
ど
の
資
料
を
活
用
し
、戦
争
の

記
憶
を
広
く
市
民
へ
と
伝
え
て
い
く

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
今
後
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

戦
後
75
年
に
記
録
と
企
画
展
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
平
和
の
取
組
み
を

戦
後
75
年
に
記
録
と
企
画
展
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
平
和
の
取
組
み
を

松
　
崎
　
百
合
子

▲映像はこちら

クリーンエネパーク南部施設工場
平成29年に火災事故が発生し４億
8400万円の損害が出ました

答答 問答 問問

答答 問問

答答答 問問問 答 問

答 問答 問

答答 問問答 問

問答問答 問答
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届
出
保
育
施
設
の
運
営
支
援
に
つ
い

て市
内
の
届
出
保
育
施
設
が
０
歳
か
ら

２
歳
ま
で
の
認
可
保
育
所
の
待
機
児

童
を
受
け
入
れ
た
場
合
、児
童
の
年

齢
に
応
じ
て
運
営
費
を
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。平
成
30
年
度
は
対
象
と

な
る
市
内
届
出
保
育
施
設
、全
10
園

が
申
請
を
し
て
い
る
。

　
市
内
の
届
出
保
育
施
設
が
施
設
整

備
や
備
品
の
購
入
を
し
た
場
合
に
、

市
内
在
住
の
入
所
児
童
数
に
応
じ
て

購
入
費
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
は
10
園
中
６
園
が
申
請

を
し
て
い
る
。

待
機
児
童
支
援
と
し
て
行
っ
て
い
る

保
育
料
の
一
部
助
成
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、10
月
か
ら
保

育
料
が
無
償
化
さ
れ
た
場
合
は
、制

度
が
ど
う
な
る
の
か

令
和
元
年
度
の
第
１
四
半
期
に
お
い

て
、保
育
料
の
一
部
助
成
対
象
者
は

28
人
、金
額
で
は
57
万
５
６
０
０
円
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。10
月
以
降
も
０

歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

住
民
税
の
課
税
世
帯
は
、入
所
し
て

い
る
届
出
保
育
施
設
の
保
育
料
と
認

可
保
育
所
に
入
所
で
き
た
場
合
の
保

育
料
の
差
額
の
半
額
の
補
助
金
を
交

付
す
る
。住
民
税
の
非
課
税
世
帯
は
、

今
年
度
中
は
月
額
施
設
利
用
料
と
４

万
２
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
額
と

の
差
額
の
半
額
の
補
助
金
を
交
付
す

る
。３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
は
、月
額
の
施
設
利
用

料
と
３
万
７
０
０
０
円
を
上
限
と
す

る
額
と
の
差
額
の
半
額
の
補
助
を
今

年
度
中
は
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

働
く
人
の
視
点
に
立
っ
た
働
き
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
つ
い
て

働
く
人
の
視
点
に
立
っ
た
働
き
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
つ
い
て

松
　
田
　
美
由
紀

▲映像はこちら

高
架
下
の
利
用
に
つ
い
て
市
民
代
表

も
参
加
で
き
る「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

に
、同
じ
沿
線
沿
区
で
あ
る
雑
餉
隈

町
、栄
町
の
両
区
の
関
係
者
も
参
加

し
た
い
と
の
声
が
あ
る
が
市
の
見
解

は来
年
度
の
新
し
い
会
議
を
検
討
す
る

中
で
組
織
メ
ン
バ
ー
と
し
て
雑
餉
隈

町
、栄
町
の
関
係
者
も
検
討
し
て
い

く
。

２
年
前
の
私
の
一
般
質
問
に
対
し
、

高
架
下
テ
ナ
ン
ト
誘
致
の
た
め
の
調

査
を
コ
ン
サ
ル
に
依
頼
し
た
と
回
答

が
あ
っ
た
が
、テ
ナ
ン
ト
整
備
の
予
定

や
現
在
の
コ
ン
サ
ル
調
査
の
進
捗
は

西
鉄
と
テ
ナ
ン
ト
の
合
意
後
の
公
表

で
あ
る
の
で
、事
前
の
把
握
は
難
し

い
が
、市
が
整
備
す
る
施
設
に
つ
い

て
は
今
年
度
中
に
計
画
を
策
定
し
、

市
民
に
知
ら
せ
る
報
告
会
等
を
行

う
。協
議
会
が
行
っ
た
調
査
で
は「
歩

き
や
す
い
歩
道
」、「
居
心
地
の
良
い

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」、「
お
し
ゃ
れ
な

カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
を
期
待
す

る
声
が
多
い
。次
の「
高
架
下
周
辺
ま

ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」に
も
調
査
結
果

を
記
載
し
て
配
布
す
る
。

高
架
下
テ
ナ
ン
ト
に
参
入
す
る
店
舗・

会
社
に
は
、「
商
店
会
」や「
商
工
会
」

に
加
入
し
て
も
ら
い
、「
地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
」街
づ
く
り
に
協
力
し
て
も

ら
う
べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
と

施
策
は

参
入
者
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
は

必
要
だ
と
考
え
る
。協
力
体
制
を
と

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
テ
ナ
ン
ト
入
居

時
の
条
件
に
で
き
る
か
、あ
る
い
は

ま
ち
づ
く
り
理
念
を
、テ
ナ
ン
ト
、西

鉄
、地
元
で
協
定
で
き
な
い
か
西
鉄

と
検
討
を
深
め
た
い
。

市
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
る

　
　
　
　
　
高
架
下
の
有
効
活
用

市
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
る

　
　
　
　
　
高
架
下
の
有
効
活
用

西
口
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

広
場
周
辺
の
歩
道
上
の
屋
根
や
照
明

は
、に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
有
効
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
た
め
設
置
す
る

計
画
で
あ
る
。既
存
の
上
下
水
道
や

電
気
設
備
が
イ
ベ
ン
ト
の
幅
を
広
げ

る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
で
、新
た
に
整
備
す
る
広
場

で
も
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

東
口
の
バ
ス
停
の
設
置
と
東
側
道
路

の
整
備
に
つ
い
て

バ
ス
停
は
、仮
駅
舎
撤
去
後
の
道
路

整
備
に
合
わ
せ
て
、令
和
４
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。バ
ス
停
留

所
に
屋
根
を
設
置
し
、バ
ス
３
台
の

停
車
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
整
備
す

る
。白
木
原
か
ら
下
大
利
駅
間
の
歩

道
上
に
歩
行
者
用
の
屋
根
を
か
け
る

計
画
を
し
て
い
る
。

西
口
商
店
街
の
道
路
整
備
に
よ
る
安

全
の
確
保
に
つ
い
て

西
口
商
店
街
の
道
路
は
、交
通
量
が

多
く
、歩
道
も
な
い
こ
と
か
ら
、大
型

車
の
進
入
禁
止
や
一
方
通
行
な
ど
、

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。具
体
的
な
交
通
規
制
や
道
路

整
備
は
、今
後
開
催
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
で
の
意
見
を
反
映
し
な

が
ら
方
針
を
定
め
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

Ｊ
Ｒ
水
城
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
見
通
し
に
つ
い
て

駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
令
和
２

年
度
ま
で
に
行
う
こ
と
を
努
力
目
標

と
し
て
い
る
。市
も
早
期
実
現
に
向

け
て
Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協
議
を
密
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

西
鉄
下
大
利
駅
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
整
備
に
つ
い
て

西
鉄
下
大
利
駅
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
整
備
に
つ
い
て

井
　
福
　
大
　
昌

関
　
岡
　
俊
　
実

▲映像はこちら

▲映像はこちら

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
に
つ

い
て
、取
り
組
み
現
況
は

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に

か
ざ
し
、出
勤
を
管
理
し
て
い
る
。留

守
番
電
話
の
導
入
は
、工
程
表（
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
）に
も
記
載
し
て
い
る
の
で
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

夏
季
休
業
中
の
業
務
改
善
は

８
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間

を
学
校
閉
庁
日
と
し
て
い
る
。緊
急

連
絡
先
を
教
育
委
員
会
と
し
て
実

施
、日
直
を
置
か
ず
効
果
的
だ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
費
は
、学
校
が
徴
収
・
滞
納

管
理
を
実
施
し
て
い
る
。文
部
科
学

省
は
、公
会
計
化
に
す
る
方
針
を
通

知
。教
職
員
の
負
担
軽
減
に
よ
り
、子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
確
保
さ
れ

た
と
検
証
さ
れ
て
い
る
。本
市
も
公

会
計
化
に
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
の

か
、見
解
を

学
校
給
食
費
は
、公
会
計
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

筑
紫
地
区
担
当
課
長
会
議
で
も
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員
の
業
務

縮
減
や
会
計
処
理
の
透
明
化
に
つ
な

が
る
公
会
計
の
仕
組
み
づ
く
り
を
積

極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
大
野
城
市
を
含
む
筑
紫
地
区
が
誇

る
べ
き
こ
と
は
、研
究
熱
心
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。子
ど
も
の
た
め
に
強

い
使
命
感
、責
任
感
か
ら
、あ
ら
ゆ
る

業
務
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
環
境
の
中
で
育
っ
て
き
た
結
果
、

業
務
の
範
囲
を
拡
大
し
続
け
る
状
況

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
。教

育
に
集
中
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

　
　
　
集
中
で
き
る
働
き
方
改
革
を

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

　
　
　
集
中
で
き
る
働
き
方
改
革
を

大
　
塚
　
み
ど
り

▲映像はこちら

西鉄「下大利」駅完成イメージ
デザイン：「古（いいにしえ）」と緑に繋がる やすらぎのエントランス

イメージカラー：若芽色　イメージマテリアル：「土」

学校における働き方改革！

答答 問問

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

答答 問問

答答 問答 問問
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届
出
保
育
施
設
の
運
営
支
援
に
つ
い

て市
内
の
届
出
保
育
施
設
が
０
歳
か
ら

２
歳
ま
で
の
認
可
保
育
所
の
待
機
児

童
を
受
け
入
れ
た
場
合
、児
童
の
年

齢
に
応
じ
て
運
営
費
を
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。平
成
30
年
度
は
対
象
と

な
る
市
内
届
出
保
育
施
設
、全
10
園

が
申
請
を
し
て
い
る
。

　
市
内
の
届
出
保
育
施
設
が
施
設
整

備
や
備
品
の
購
入
を
し
た
場
合
に
、

市
内
在
住
の
入
所
児
童
数
に
応
じ
て

購
入
費
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
は
10
園
中
６
園
が
申
請

を
し
て
い
る
。

待
機
児
童
支
援
と
し
て
行
っ
て
い
る

保
育
料
の
一
部
助
成
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、10
月
か
ら
保

育
料
が
無
償
化
さ
れ
た
場
合
は
、制

度
が
ど
う
な
る
の
か

令
和
元
年
度
の
第
１
四
半
期
に
お
い

て
、保
育
料
の
一
部
助
成
対
象
者
は

28
人
、金
額
で
は
57
万
５
６
０
０
円
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。10
月
以
降
も
０

歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

住
民
税
の
課
税
世
帯
は
、入
所
し
て

い
る
届
出
保
育
施
設
の
保
育
料
と
認

可
保
育
所
に
入
所
で
き
た
場
合
の
保

育
料
の
差
額
の
半
額
の
補
助
金
を
交

付
す
る
。住
民
税
の
非
課
税
世
帯
は
、

今
年
度
中
は
月
額
施
設
利
用
料
と
４

万
２
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
額
と

の
差
額
の
半
額
の
補
助
金
を
交
付
す

る
。３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
は
、月
額
の
施
設
利
用

料
と
３
万
７
０
０
０
円
を
上
限
と
す

る
額
と
の
差
額
の
半
額
の
補
助
を
今

年
度
中
は
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

働
く
人
の
視
点
に
立
っ
た
働
き
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
つ
い
て

働
く
人
の
視
点
に
立
っ
た
働
き
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
つ
い
て

松
　
田
　
美
由
紀

▲映像はこちら

高
架
下
の
利
用
に
つ
い
て
市
民
代
表

も
参
加
で
き
る「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

に
、同
じ
沿
線
沿
区
で
あ
る
雑
餉
隈

町
、栄
町
の
両
区
の
関
係
者
も
参
加

し
た
い
と
の
声
が
あ
る
が
市
の
見
解

は来
年
度
の
新
し
い
会
議
を
検
討
す
る

中
で
組
織
メ
ン
バ
ー
と
し
て
雑
餉
隈

町
、栄
町
の
関
係
者
も
検
討
し
て
い

く
。

２
年
前
の
私
の
一
般
質
問
に
対
し
、

高
架
下
テ
ナ
ン
ト
誘
致
の
た
め
の
調

査
を
コ
ン
サ
ル
に
依
頼
し
た
と
回
答

が
あ
っ
た
が
、テ
ナ
ン
ト
整
備
の
予
定

や
現
在
の
コ
ン
サ
ル
調
査
の
進
捗
は

西
鉄
と
テ
ナ
ン
ト
の
合
意
後
の
公
表

で
あ
る
の
で
、事
前
の
把
握
は
難
し

い
が
、市
が
整
備
す
る
施
設
に
つ
い

て
は
今
年
度
中
に
計
画
を
策
定
し
、

市
民
に
知
ら
せ
る
報
告
会
等
を
行

う
。協
議
会
が
行
っ
た
調
査
で
は「
歩

き
や
す
い
歩
道
」、「
居
心
地
の
良
い

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」、「
お
し
ゃ
れ
な

カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
を
期
待
す

る
声
が
多
い
。次
の「
高
架
下
周
辺
ま

ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」に
も
調
査
結
果

を
記
載
し
て
配
布
す
る
。

高
架
下
テ
ナ
ン
ト
に
参
入
す
る
店
舗・

会
社
に
は
、「
商
店
会
」や「
商
工
会
」

に
加
入
し
て
も
ら
い
、「
地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
」街
づ
く
り
に
協
力
し
て
も

ら
う
べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
と

施
策
は

参
入
者
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
は

必
要
だ
と
考
え
る
。協
力
体
制
を
と

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
テ
ナ
ン
ト
入
居

時
の
条
件
に
で
き
る
か
、あ
る
い
は

ま
ち
づ
く
り
理
念
を
、テ
ナ
ン
ト
、西

鉄
、地
元
で
協
定
で
き
な
い
か
西
鉄

と
検
討
を
深
め
た
い
。

市
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
る

　
　
　
　
　
高
架
下
の
有
効
活
用

市
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
る

　
　
　
　
　
高
架
下
の
有
効
活
用

西
口
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

広
場
周
辺
の
歩
道
上
の
屋
根
や
照
明

は
、に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
有
効
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
た
め
設
置
す
る

計
画
で
あ
る
。既
存
の
上
下
水
道
や

電
気
設
備
が
イ
ベ
ン
ト
の
幅
を
広
げ

る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
で
、新
た
に
整
備
す
る
広
場

で
も
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

東
口
の
バ
ス
停
の
設
置
と
東
側
道
路

の
整
備
に
つ
い
て

バ
ス
停
は
、仮
駅
舎
撤
去
後
の
道
路

整
備
に
合
わ
せ
て
、令
和
４
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。バ
ス
停
留

所
に
屋
根
を
設
置
し
、バ
ス
３
台
の

停
車
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
整
備
す

る
。白
木
原
か
ら
下
大
利
駅
間
の
歩

道
上
に
歩
行
者
用
の
屋
根
を
か
け
る

計
画
を
し
て
い
る
。

西
口
商
店
街
の
道
路
整
備
に
よ
る
安

全
の
確
保
に
つ
い
て

西
口
商
店
街
の
道
路
は
、交
通
量
が

多
く
、歩
道
も
な
い
こ
と
か
ら
、大
型

車
の
進
入
禁
止
や
一
方
通
行
な
ど
、

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。具
体
的
な
交
通
規
制
や
道
路

整
備
は
、今
後
開
催
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
で
の
意
見
を
反
映
し
な

が
ら
方
針
を
定
め
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

Ｊ
Ｒ
水
城
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
見
通
し
に
つ
い
て

駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
令
和
２

年
度
ま
で
に
行
う
こ
と
を
努
力
目
標

と
し
て
い
る
。市
も
早
期
実
現
に
向

け
て
Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協
議
を
密
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

西
鉄
下
大
利
駅
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
整
備
に
つ
い
て

西
鉄
下
大
利
駅
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
整
備
に
つ
い
て

井
　
福
　
大
　
昌

関
　
岡
　
俊
　
実

▲映像はこちら

▲映像はこちら

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
に
つ

い
て
、取
り
組
み
現
況
は

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に

か
ざ
し
、出
勤
を
管
理
し
て
い
る
。留

守
番
電
話
の
導
入
は
、工
程
表（
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
）に
も
記
載
し
て
い
る
の
で
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

夏
季
休
業
中
の
業
務
改
善
は

８
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間

を
学
校
閉
庁
日
と
し
て
い
る
。緊
急

連
絡
先
を
教
育
委
員
会
と
し
て
実

施
、日
直
を
置
か
ず
効
果
的
だ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
費
は
、学
校
が
徴
収
・
滞
納

管
理
を
実
施
し
て
い
る
。文
部
科
学

省
は
、公
会
計
化
に
す
る
方
針
を
通

知
。教
職
員
の
負
担
軽
減
に
よ
り
、子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
確
保
さ
れ

た
と
検
証
さ
れ
て
い
る
。本
市
も
公

会
計
化
に
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
の

か
、見
解
を

学
校
給
食
費
は
、公
会
計
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

筑
紫
地
区
担
当
課
長
会
議
で
も
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員
の
業
務

縮
減
や
会
計
処
理
の
透
明
化
に
つ
な

が
る
公
会
計
の
仕
組
み
づ
く
り
を
積

極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
大
野
城
市
を
含
む
筑
紫
地
区
が
誇

る
べ
き
こ
と
は
、研
究
熱
心
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。子
ど
も
の
た
め
に
強

い
使
命
感
、責
任
感
か
ら
、あ
ら
ゆ
る

業
務
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
環
境
の
中
で
育
っ
て
き
た
結
果
、

業
務
の
範
囲
を
拡
大
し
続
け
る
状
況

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
。教

育
に
集
中
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

　
　
　
集
中
で
き
る
働
き
方
改
革
を

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

　
　
　
集
中
で
き
る
働
き
方
改
革
を

大
　
塚
　
み
ど
り

▲映像はこちら

西鉄「下大利」駅完成イメージ
デザイン：「古（いいにしえ）」と緑に繋がる やすらぎのエントランス

イメージカラー：若芽色　イメージマテリアル：「土」

学校における働き方改革！

答答 問問

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

答答 問問

答答 問答 問問
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９
月

定
例
会

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

福
祉
文
教
委
員
会（
宗
像
市
）

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
調
査
特
別
委
員
会
　

議
会
運
営
委
員
会

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
初
日
）

全
員
協
議
会

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る
調
査

特
別
委
員
会（
市
民
交
流
検
討
会
）

広
報
委
員
会

本
会
議（
２
日
目
）

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会（
模
擬
議
会
と
B
C
P
）　

広
報
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会
　

都
市
環
境
委
員
会

予
算
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会（
〜
13
日
）

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会（
市
民
交
流
検
討
会
）

会
派
代
表
者
会

本
会
議
、（
３
日
目
、
一
般
質
問
）

本
会
議
、（
４
日
目
、
一
般
質
問
）

８
月
２
日

22
日

26
日

　
　

９
月
２
日

　
　
　
　

　
　
　
　

５
日

　
　
　

６
日

　
　
　 

９
日

10
日

11
日

13
日

18
日

19
日

　
　

本
会
議（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

会
派
代
表
者
会

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

福
岡
県
南
市
議
会
議
長
会（
筑
紫
野
市
）

中
部
十
一
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

（
大
野
城
市
）

筑
紫
地
区
市
議
会
議
長
会（
太
宰
府
市
）

福
岡
県
市
議
会
議
長
会（
直
方
市
）

中
部
十
一
市
議
会
議
長
会
正
副
議
長

事
務
局
長
研
修（
鹿
児
島
市
〜
24
日
）

議
場
見
学
会（
議
場
）

議
会
報
告
会（
中
央
コ
ミ
）

議
会
報
告
会（
南
コ
ミ
）

議
会
報
告
会（
東
コ
ミ
）

議
会
報
告
会（
北
コ
ミ
）　
　

24
日

10
月
１
日

７
日

11
日

16
日

23
日

11
月
２
日

６
日

７
日

８
日

11
日

　
　

議決結果件　　名

審 議 結 果 一 覧 令和元年第５回９月定例会

議案番号 付託委員会

第60号議案

第61号議案

第64号議案

第65号議案

第66号議案

第67号議案

第68号議案

第69号議案

第70号議案

認定第７号

認定第８号

第62号議案

第71号議案

第72号議案

認定第１号

認定第２号

認定第４号

認定第６号

認定第３号

認定第５号

報告第７号

報告第８号

報告第９号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

諮問第１号

諮問第２号

決議案第３号

意見書案第１号

－

第63号議案

全会一致可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全会一致可決及び認定

〃

〃

〃

〃

全会一致認定

〃

〃

〃

〃

〃

報告

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全会一致同意

〃

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）

全会一致可決

承認

〃

総務企画委員会

〃

〃

〃

都市環境委員会

予算委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

決算特別委員会

〃

〃

〃

〃

〃

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

－

福祉文教委員会

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（令和元年第５回９月定例会）      

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）

陳 情 第 ９ 号 公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会の定時総会決議について

陳情第 1 0号 天皇陛下御即位奉祝賀詞決議に関する陳情書

陳 情 第 ８ 号 日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求める意見書の採択を求め
る陳情書

陳 情 第 ７ 号 米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書に関する陳情

会派名 改革フォーラム自民大野城自民まどか 公明党自民令和 市民クラブ

議員氏名

松
﨑

　正
和

福
澤

　信
光

松
﨑

　百
合
子

松
田

　美
由
紀

関
岡

　俊
実

神
田

　徳
良

河
村

　康
之

井
上

　正
則

大
塚

　み
ど
り

井
福

　大
昌

平
井

　信
太
郎

岡
部

　和
子

渡
邉

　知
之

中
村

　真
一

田
中

　健
一

平
田

　不
二
香

原
田

　真
光

森

　
　和
也

山
上

　高
昭

関
井

　利
夫

決議案第３号 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯◯◯

令和元年９月定例会を
　　　９月２日（月）から９月２４日（火）まで開催
２６の案件を審議し、全て可決・承認・同意・認定。報告が７件。
１４名の議員が一般質問。

大野城市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について
職員の分限並びに懲戒の手続及び効果等に関する条例及び大野城市職員の給
与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
大野城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する認可基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について
大野城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市消防団員の定員、任用、給与、分限、懲戒及び服務等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

令和元年度大野城市一般会計補正予算（第４号）について

令和元年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

令和元年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

令和元年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

令和元年度大野城市水道事業会計補正予算（第２号）について

令和元年度大野城市下水道事業会計補正予算（第２号）について

平成30年度大野城市一般会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市土地区画整理清算金特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

平成30年度大野城市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

平成30年度大野城市健全化判断比率について

平成30年度大野城市水道事業会計資金不足比率について

平成30年度大野城市下水道事業会計資金不足比率について

平成30年度大野城市土地開発公社の決算について

平成30年度公益財団法人大野城まどかぴあの決算について

平成30年度公益財団法人おおのじょう緑のトラスト協会の決算について

平成30年度公益財団法人大野城市体育協会の決算について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

天皇陛下御即位奉祝の賀詞決議

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

議員の派遣について
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９
月

定
例
会

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

福
祉
文
教
委
員
会（
宗
像
市
）

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
調
査
特
別
委
員
会
　

議
会
運
営
委
員
会

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
初
日
）

全
員
協
議
会

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る
調
査

特
別
委
員
会（
市
民
交
流
検
討
会
）

広
報
委
員
会

本
会
議（
２
日
目
）

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会（
模
擬
議
会
と
B
C
P
）　

広
報
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会
　

都
市
環
境
委
員
会

予
算
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会（
〜
13
日
）

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会（
市
民
交
流
検
討
会
）

会
派
代
表
者
会

本
会
議
、（
３
日
目
、
一
般
質
問
）

本
会
議
、（
４
日
目
、
一
般
質
問
）

８
月
２
日

22
日

26
日

　
　

９
月
２
日

　
　
　
　

　
　
　
　

５
日

　
　
　

６
日

　
　
　 

９
日

10
日

11
日

13
日

18
日

19
日

　
　

本
会
議（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

会
派
代
表
者
会

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

福
岡
県
南
市
議
会
議
長
会（
筑
紫
野
市
）

中
部
十
一
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

（
大
野
城
市
）

筑
紫
地
区
市
議
会
議
長
会（
太
宰
府
市
）

福
岡
県
市
議
会
議
長
会（
直
方
市
）

中
部
十
一
市
議
会
議
長
会
正
副
議
長

事
務
局
長
研
修（
鹿
児
島
市
〜
24
日
）

議
場
見
学
会（
議
場
）

議
会
報
告
会（
中
央
コ
ミ
）

議
会
報
告
会（
南
コ
ミ
）

議
会
報
告
会（
東
コ
ミ
）

議
会
報
告
会（
北
コ
ミ
）　
　

24
日

10
月
１
日

７
日

11
日

16
日

23
日

11
月
２
日

６
日

７
日

８
日

11
日

　
　

議決結果件　　名

審 議 結 果 一 覧 令和元年第５回９月定例会

議案番号 付託委員会

第60号議案

第61号議案

第64号議案

第65号議案

第66号議案

第67号議案

第68号議案

第69号議案

第70号議案

認定第７号

認定第８号

第62号議案

第71号議案

第72号議案

認定第１号

認定第２号

認定第４号

認定第６号

認定第３号

認定第５号

報告第７号

報告第８号

報告第９号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

諮問第１号

諮問第２号

決議案第３号

意見書案第１号

－

第63号議案

全会一致可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全会一致可決及び認定

〃

〃

〃

〃

全会一致認定

〃

〃

〃

〃

〃

報告

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全会一致同意

〃

賛成多数 可決
（賛成18・反対1）

全会一致可決

承認

〃

総務企画委員会

〃

〃

〃

都市環境委員会

予算委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

決算特別委員会

〃

〃

〃

〃

〃

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

－

福祉文教委員会

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（令和元年第５回９月定例会）      

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）

陳 情 第 ９ 号 公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会の定時総会決議について

陳情第 1 0号 天皇陛下御即位奉祝賀詞決議に関する陳情書

陳 情 第 ８ 号 日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求める意見書の採択を求め
る陳情書

陳 情 第 ７ 号 米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書に関する陳情

会派名 改革フォーラム自民大野城自民まどか 公明党自民令和 市民クラブ

議員氏名

松
﨑

　正
和

福
澤

　信
光

松
﨑

　百
合
子

松
田

　美
由
紀

関
岡

　俊
実

神
田

　徳
良

河
村

　康
之

井
上

　正
則

大
塚

　み
ど
り

井
福

　大
昌

平
井

　信
太
郎

岡
部

　和
子

渡
邉

　知
之

中
村

　真
一

田
中

　健
一

平
田

　不
二
香

原
田

　真
光

森

　
　和
也

山
上

　高
昭

関
井

　利
夫

決議案第３号 ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ー ◯◯ ●◯◯◯

令和元年９月定例会を
　　　９月２日（月）から９月２４日（火）まで開催
２６の案件を審議し、全て可決・承認・同意・認定。報告が７件。
１４名の議員が一般質問。

大野城市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について
職員の分限並びに懲戒の手続及び効果等に関する条例及び大野城市職員の給
与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
大野城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する認可基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について
大野城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市消防団員の定員、任用、給与、分限、懲戒及び服務等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

令和元年度大野城市一般会計補正予算（第４号）について

令和元年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

令和元年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

令和元年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

令和元年度大野城市水道事業会計補正予算（第２号）について

令和元年度大野城市下水道事業会計補正予算（第２号）について

平成30年度大野城市一般会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市土地区画整理清算金特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度大野城市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

平成30年度大野城市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

平成30年度大野城市健全化判断比率について

平成30年度大野城市水道事業会計資金不足比率について

平成30年度大野城市下水道事業会計資金不足比率について

平成30年度大野城市土地開発公社の決算について

平成30年度公益財団法人大野城まどかぴあの決算について

平成30年度公益財団法人おおのじょう緑のトラスト協会の決算について

平成30年度公益財団法人大野城市体育協会の決算について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

天皇陛下御即位奉祝の賀詞決議

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

議員の派遣について



令和元年 （予定）第６回12月定例会

大
野
城
市
議
会
だ
よ
り
　
　
N
o
.1
4
7

発
行
責
任
者
：
議
長
　
山
上
高
昭
　
　
編
集
：
広
報
委
員
会

12 月　２日 (月 )10:00 ～

　　 ５日 ( 木 )10:00 ～

　　 ６日 ( 金 )10:00 ～

　　12日 ( 木 )  9:30 ～

　　13日 ( 金 )  9:30 ～

　　17日 ( 火 )10:00 ～

本会議 提案理由説明

本会議 質疑・付託

各常任委員会 10 日迄

本会議 一般質問

本会議 一般質問

本会議 報告・討論・採決

本会議・各委員会は傍聴できます。
みなさまの傍聴をお待ちしています。

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

広 報 委 員 会

議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。
●募集作品（未発表のものに限ります）　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または直接窓口へ
　　　　　 (〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号　℡．580－1938)
●注意事項
　・未発表のものに限ります　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください　　・提出された作品は、返却しません　
　・ペンネームでも可とします　

～作品掲載希望者募集～～作品掲載希望者募集～

作　品　紹　介作　品　紹　介

※おおり保育園の園児たち

　
議
会
だ
よ
り
No.
1
4
7
は
、
令

和
元
年
11
月
15
日
発
行
。
七
五
三

の
お
祝
い
の
日
で
す
。
今
月
は
、

可
愛
い
お
子
様
の
成
長
を
神
社
な

ど
で
祝
う
ご
家
庭
も
多
い
で
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
11
月
は
霜
月
と
呼
ば
れ
、

文
字
通
り
寒
暖
差
を
感
じ
る
時
期

で
す
。
今
月
下
旬
に
は
、
カ
エ
デ
、

モ
ミ
ジ
、
イ
チ
ョ
ウ
が
一
気
に
色

づ
き
、
四
王
寺
山
の
紅
葉
が
見
ご

ろ
に
な
る
事
で
し
ょ
う
。「
日
本

１
０
０
名
城
」
に
選
定
さ
れ
て
い

る
大
野
城
跡
を
眺
め
な
が
ら
、
鮮

や
か
な
紅
葉
を
楽
し
む
事
が
で
き

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
季
節
限
定
の
大
野
城
の

美
し
い
自
然
を
お
見
逃
し
な
く
、

ご
堪
能
下
さ
い
ま
せ
。

　
　
　
　
　
　（
平
田
不
二
香
）

井　上　正　則
福　澤　信　光
関　井　利　夫
原　田　真　光
渡　邉　知　之
平　田　不二香

次号148号
令和2年2月15日発行

あなたの写真で
議会だよりの表紙を
飾ってみませんか？
（締切り 12月17日）

市
民

と
とも

に歩む議会だ

よ
り

定例会は
年に４回

3月

9月

6月12月

令和元年 ９月定例会
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発行
編集
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広報委員会

令和元年11月15日

2019

短
　
歌

○
赤
米
の
美
し
き
稲
田
に
夕
日
差
し

　
　
筑
後
川
が
ゆ
る
や
か
に
ゆ
く

○
兄
葬
り
稲
穂
の
中
を
帰
途
に
つ
く

　
　
は
る
か
に
比
叡
の
山
の
ぞ
み
つ
つ

　（
若
草
・
高
名
稔
さ
ん
）

　（
緑
ケ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

○「
今
日
は
」明
る
く
元
気
な
挨
拶
は

　
　
平
中
生
の
野
球
少
年
ら

○
故
郷
の
野
菜
求
め
て
牛
く
び
へ

　
　
同
県
人
の
出
逢
い
に
嬉
し

○
夏
祭
り
久
方
振
り
の
逢
瀬
に
て

　
　
婆（
バ
ー
バ
）に
な
り
て
マ
マ
に
も
な
り
て

俳
　
句

○
舁
き
山
笠
や
　
肌
に
貼
り
つ
く
　
濡
れ
法
被

○
鳴
き
移
り
　
夕
暮
れ
時
の
　
法
師
蝉

○
幼
児
へ
　
秋
澄
み
夜
半
の
　
子
守
唄

　（
大
城
・
す
っ
ぴ
ん
の
昭
さ
ん
）

　（
緑
ケ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

○
木
の
下
に
蝉
の
脱
け
殻
そ
っ
と
置
き

○
盆
帰
り
笑
い
の
種
蒔
く
孫
子
た
ち

○
網
戸
か
ら
熱
風
入
る
老
い
の
部
屋

川
　
柳

○
物
忘
れ
　
転
が
っ
て
ゆ
く
　
傘
寿
坂

○
我
慢
し
た
よ
と
妻
は
言
う
　
俺
だ
っ
て

○
悪
餓
鬼
も
　
歳
を
重
ね
て
　
杖
と
な
る

○
心
込
め
　
み
が
け
ば
応
え
て
　
く
れ
る
靴

○
痛
い
の
で
　
来
た
が
診
断
　
ま
た
加
齢

○
ゴ
キ
と
俺
　
同
時
に
ビ
ビ
る
　
ご
対
面

○
待
っ
て
た
よ
！
　
旦
那
！
と
金
魚
　
寄
っ
て
く
る

○
異
動
ご
と
　
上
司
に
合
わ
せ
　
増
え
る
趣
味

　（
大
城
・
す
っ
ぴ
ん
の
昭
さ
ん
）

　（
南
ヶ
丘
・
そ
う
そ
う
さ
ん
）

○
共
同
参
画
　
こ
の
街
灯
り
　
大
野
城

○
町
づ
く
り
　
夜
な
べ
談
義
に
か
け
た
夢

○
継
が
れ
ゆ
く
も
の
な
ら
老
い
も
旅
支
度

○
外
れ
券
そ
れ
で
も
楽
し
夏
の
夜

○
友
好
の
場
と
な
る
一
区
の
公
民
館

○
夏
祭
り
関
わ
る
お
人
に
感
謝
し
て

　（
乙
金
台
・
泉
満
夫
さ
ん
）

　（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

・委員会報告

・特集「中学生模擬議会」

・９月定例会一般質問

・審議結果

Ｐ2～ 4

Ｐ4 ～ 5

Ｐ6 ～ 13

Ｐ14 ～ 15

●
発
行
/大
野
城
市
議
会
　
●
編
集
/広
報
委
員
会

●
印
刷
/久
野
印
刷
株
式
会
社

ど
う
け
ん
び
と

ふ
る
さ
と

か

や 

ま


